景観計画確認表（逗子駅周辺地区）

	項目
	良好な景観形成の方針
	《●●●●●プロジェクト》における考え方

	土地の区画形質の変更
	□既存の樹木などの保全・活用を進める。

	

	建築物等の

配置及び規模
	壁面の位置の制限
	□街角（辻） の広場などの人々の滞留空間、憩いのゆとり空間を確保するため、逗子市まちづくり条例上の開発事業行為での整備すべき公共公益施設部分（以下、「壁面後退部分」という） は、歩道との段差をなくし、舗装材の種類を合わせて一体的な空間とする。
	

	
	
	□隣接地と相互に協力し、潤いとゆとりのある空間を創出するため、壁面後退部分の敷地境界線に壁は設けず、隣り合う宅地との一体的な空地を形成し、歩行者が壁面後退部分を連続で歩けるようにする。
	

	
	
	□建物の前面にゆとりある歩行空間を確保するため、壁面後退部分への構造物の設置は避ける。ただし、植栽プランターやベンチ、当該店舗利用者のために整備する駐輪場など、景観向上や商店街の利便性に寄与するものとして市が認めるものはこの限りでない。
	

	
	
	□駅前広場及び商店街（カワ） 沿いの店舗で、同一敷地内に駐車場やサービスヤード、ストックヤードを設ける場合は通りから見えない位置に設置する。
	

	
	逗子銀座通りの

アーケード（庇）
	□逗子銀座通り沿道の建物の更新時には、アーケードを撤去し、歩道の上空を覆う庇を整備する場合は、建物側に接続する片持ち構造とし、以下の「庇の推奨規格」に適合させる。
・庇の推奨規格　　
①庇の幅は、敷地境界線から1.0 ｍ程度、間口方向は敷地境界線際まで整備する。また、地表から概ね３ｍの高さに設置し、通り全体で庇の小口による軸線を強調する。
②庇の内側には一定間隔で照明等を整備する。
③排水は庇の端部でφ 150 程度の鋼管にて引き落とし、敷地内で処理する。
	

	建築物等の

形態・意匠
	歴史的建造物の保全
	□歴史ある建築物等の保全・活用を図る。

	

	
	大規模な建築物
	□周辺から突出するような大規模な建築物等における分棟化、又は配置の工夫による圧迫感の軽減を図る。
	

	
	街角（辻）の建築
	□街角(辻) の建築物等は、地区のランドマークとしての役割に配慮した建物デザインの工夫を図る。
	

	
	商店街の1階用途
	□駅前広場及び商店街（カワ） 沿いの建物の１階店舗は開放的なつくりとし、賑わいのある街並みを創出する。
	

	
	低層部の緑化
	□通りに面した建物低層部は、潤いや季節感を演出する。駅前広場及び商店街（カワ） に面する敷地の建築物の新築時は、その接する道路沿いに適切に植栽・花壇等の緑化施設を設ける。
	

	
	店舗のシャッター
	□駅前広場及び商店街（カワ） 沿いの建築物の１階店舗の開口部は、透過性のあるシャッターを設置するよう努める。
	

	
	1階店舗の開口部
	□駅前広場及び商店街（カワ） 沿いの建物の１階店舗は開放的なつくりとし、賑わいのある街並みを創出する。
　◎駅前広場及び商店街（カワ） 沿いで新たな建築を行う場合、建物の地上高から３ｍまでの立面範囲には、同一立面範囲内に２箇所以上の開口部を設けるか又は、その立面面積の35％以上に建物内部が見える開口部を確保する。
	

	
	窓面利用広告物
	□建物の窓面を利用する広告物の掲出に配慮を行い、商店街を取り囲む山の緑が見える風景と調和した商店街の景観とする。

◎窓面を利用して広告物を掲出する事を禁止する。ただし、以下の「窓面利用広告物として掲出できる物件」に該当するもの、又は景観向上に寄与するものとして市が認めるものはこの限りでない。　　　　　　　　　　　
　・窓面利用広告物として掲出できる物件
　①一定期間内の暫定的なディスプレイの一部として使用されるもの（例： クリスマスのデコレーションなど）。
　②自己の店舗名を示す切り文字。　　
　③自己の営業内容等を伝える絵画でかつ、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの。
　④自己の店舗のコーポレートカラーのラインやロゴマーク等でかつ、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの（その他、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの）。
　◎窓面（開口部） と壁面にまたがって屋外広告物を掲出しないこと。
	

	建築物等の外観の色彩・素材
	□駅前広場及び商店街（カワ） 沿いの建築物等の外壁の基調色彩は、にぎわいの中にも品格があり、周辺景観と調和した色彩とする。

・駅前広場及び商店街（カワ）の色彩
①色相が５ＹＲ～ 10 ＹＲ、０Ｙ～５Ｙの時、明度４以上、彩度６以下　　②色相が左記以外の時、明度４以上、彩度２以下
　◎建築物及び工作物（日よけテントを除く） の外観の色彩は上記の通りとする。
　◎建築物や工作物の無着色の木材や外壁、ガラス等の材料によって仕上げられる部分の色彩や建築物若しくは工作物の見付面積の５分の１未満の範囲内で外観のアクセント色として着色される部分の色彩は、この限りでない。

　◎３階以上の階の壁面の色彩は最下階よりも明度の高い色彩を使用する。但し色相５YR～5Y、明度6以上、彩度３以下で周辺の景観になじむ場合は上下階を同色とすることができる。
	

	
	□低層住宅地内の建物等の外壁の基調色彩は、住環境に相応しい暖かみのある穏やかで周辺景観と調和した色彩とする。

　・低層住宅地（アンコ）の色彩　 　
　③色相が５ＹＲ～ 10 ＹＲ、０Ｙ～５Ｙの時、明度４以上、彩度４以下　　④色相が左記以外の時、明度４以上、彩度２以下

◎建築物及び工作物（日よけテントを除く） の外観の色彩は上記の通りとする。
◎建築物や工作物の無着色の木材や外壁、ガラス等の材料によって仕上げられる部分の色彩や建築物若しくは工作物の見付面積の５分の１未満の範囲内で外観のアクセント色として着色される部分の色彩は、この限りでない。

◎３階以上の階の壁面の色彩は最下階よりも明度の高い色彩を使用する。
	

	
	□立体駐車場の基調色彩、素材は建物本体や周辺景観と調和したものを選定する。

　　①色相が５ＹＲ～ 10 ＹＲ、０Ｙ～５Ｙの時、明度４以上、彩度６以下　　②色相が左記以外の時、明度４以上、彩度２以下
　◎建築物及び工作物（日よけテントを除く） の外観の色彩は上記の通りとする。
　◎建築物や工作物の無着色の木材や外壁、ガラス等の材料によって仕上げられる部分の色彩や建築物若しくは工作物の見付面積の５分の１未満の範囲内で外観のアクセント色として着色される部分の色彩は、この限りでない。

　◎３階以上の階の壁面の色彩は最下階よりも明度の高い色彩を使用する。但し色相５YR～5Y、明度6以上、彩度３以下で周辺の景観になじむ場合は上下階を同色とすることができる。
	

	
	□屋根、外壁の素材は周辺景観と調和したものを選定する。
	

	敷地内の外構及び緑化
	緑化
	□下記を基本的方針として、詳細は本編の戸建住宅地及び商業・業務地における「敷地内の外構及び緑化」に委ねる。　　
・緑化の基本的方針　　
①既存樹木などは、極力これを保全する。
②シンボルツリー、アクセントツリー、壁面緑化、屋上緑化、プランターなどで緑を演出する。
③駅前広場・商店街（カワ） 沿いの建物の２階開口部は、プランター等による緑化に努める。
○事業区域面積が1,000㎡以上の場合、敷地の緑被率は4%以上とする。但し、ウォーカブルなまちづくりに寄与する場合は公開空地とすることができる。
○第一種住居地域の敷地の緑被率は8%以上とする。
	

	
	駐車場の緑化
	□駅前広場及び商店街( カワ) 沿いで当該店舗と同一の敷地内に駐車場等を設ける場合、通りから見えない位置に設置し、その囲障と場内は、緑化修景を施すなどのデザイン上の工夫による景観性の向上を図る。

〇駐車場（立体駐車場を含む） と道路との境界部は、歩行者の視界を遮らないように配慮した上で樹木や生垣、プランター付きフェンス等による緑の緩衝帯を整備する。
	

	屋外照明
	夜間景観の演出
	□夜間景観の演出を配慮し、街路灯の光源は直接見えないタイプとする。

	

	
	
	□夜間景観の演出を配慮し、店舗の閉店後も一定時間は建物内部や外部の照明を点灯するように努める。

	

	屋外設備機器
	□給水タンク、冷暖房設備の室外機、受変電設備、ゴミ置場などは通りから見えにくい場所に設置するか又は、目隠しルーバーや手すりの陰などに設置するか又は、植栽などによる修景などの工夫を施す。
	

	維持管理
	植栽の管理
	□美観維持のため、敷地内植栽を適切に管理する。
	

	
	空地の管理
	□美観維持のため、空き地を適切に管理する。
	


